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基本方針　　　「良質の医療・介護サービスをより多くの人に提供する」

・医療サービスの質的向上　　

調剤薬局事業

・収益性の確保と規模の拡大　　

・安全性を最優先した　　

患者様満足度の向上　　

医薬品卸事業

・三重県下の医療機関を

　中心とする販路の拡大

・岐阜県下での新規開拓

ヘルスケア事業

・高齢化社会の進展による　　

社会的ニーズに応える　　

不動産事業

中長期的な経営戦略　　 ◇良質のＭ＆Ａによるスケールの拡大
◇調剤薬局事業の収益体制強化
◇ヘルスケア事業を第二の成長エンジンに

　当社の経営方針・戦略

33

安定収入を確保する　　

・一般不動産を所有することで　
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　これまでの歩み

医薬品卸事業 調剤薬局事業

医　療・介　護

総合サービス事業ヘルスケア事業

昭和55年～ 昭和60年～ 平成19年～

※第22期から連結

セグメント別売上構成比（第26期 第2四半期）セグメント別売上構成比（第26期 第2四半期）
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出所：厚生労働省

　国民医療費の動向

国民医療費、介護総費用と国民所得比の推移
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66

国民医療費と介護の総費用との合計額

国民医療費の対国民所得比

33.8
35.7 36.1 37.2

38.3 39.5 39.5
40.8

41.7
43.6

推計値
（概算医療費

×1.02）

予算

（国民医療費＋介護総費用）の対国民所得比
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　人口推移と将来推計
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総人口 65歳以上人口

75歳以上人口 75歳以上人口比率（％）

2010年 2030年 2055年

総人口 127,176 115,224 89,930

65歳以上 29,412 36,670 36,463

構成比率％ 23.1% 31.8% 40.5%

（単位：千人）2010年 2030年 2055年

総人口 127,176 115,224 89,930

75歳以上 14,222 22,659 23,866

構成比率％ 11.2% 19.7% 26.5%

出所：厚生労働省、国立社会保障・人口問題研究所（平成18年12月推計値）
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　高齢者世帯の将来推計

出所：国立社会保障・人口問題研究所（平成20年3月推計）
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国民健康保
険の保険料
を含む
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　国民医療費、介護保険の負担割合

国民医療費

公費　
36.7％

保険料
49.2％

患者負担　
14.1％

国庫　
24.7％

事業主　
20.3％

被保険者
　28.9％

地方　
12.0％

介護保険給付費（利用者負担を除く）

人口比に
基づき計算

出所：平成22年度版　厚生労働白書

約36兆円（2009年） 約7兆円（2009年）

公費　
50.0％

第1号被保険者
約20.0％

（65歳以上）

国　25.0％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

第2号被保険者　
約30.0％

（40～64歳）

自己負担10％



　患者自己負担の推移

注１）平成6年10月から入院時食事療養費制度創設、平成18年10月から入院時生活療養費制度創設。

出所：厚生労働白書
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Ｓ48.1 Ｓ58.2 Ｓ58.2 Ｈ9.9 Ｈ14.10 Ｈ15.4 Ｈ18.10 Ｈ20.4

老人医療費支給制度

（老人福祉法） 老人保健制度
後期高齢者

医療制度

入院

300円/日
→ 1,000円/日

75
歳
以
上

老
人

－

1割負担

（現役並所
得者は3割）

外来

400円/月

→ 500円/日

（月4回まで）

＋薬剤一部負担

定率1割負担

（月額上限付)

薬剤一部負担
の廃止

高額医療費

創設

定率1割負担

（現役並所得者

2割負担）

定率1割
負担

（現役並
所得者）

70
～
74
歳

（2割負担）
猶予期間中
1割負担

国保
3割負担

高額療養費創設（Ｓ48～）

入院3割負担

外来3割負担＋薬剤一部負担

被用者
本人

定額→1割負担（Ｓ59～）

高額療養費創設

入院2割負担

外来2割負担＋薬剤一部負担若
人

3割負担

薬剤一部

負担廃止

3割負担

被用者
家族

3割負担（Ｓ48～）

高額療養費創設（Ｓ48～）

入院2割負担（Ｓ56～）

外来3割負担

入院2割負担

外来3割負担＋薬剤一部負担

70
歳
未
満

3割負担

注2）平成14年10月から3歳未満の乳幼児は2割負担に軽減、平成20年4月から義務教育就学前へ範囲を拡大。
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　高齢者医療制度の歩み

出所：厚生労働省　全国厚生労働関係部局長会議
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70歳
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患者負担の導入
入院300円/日
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約10年以上に

わたる

高齢者医療制度改革会議

高齢者医療75歳以上の制度廃止

H21.11



1212

　概算医療費と調剤医療費

医科入院　14.1兆円
　39.9％

医科入院外　12.7兆円
　36.0％

調剤医療費　5.9兆円
　16.7％

歯科診療費　2.5兆円
　7.1％

訪問看護　0.1兆円
　0.3％

【診療種類別の概算医療費（全数）】

　全体で３５.３兆円（H21.4～H22.3）

45,927 47,468
51,673

54,402
58,695

66,363

68,955

70,739
72,008

73,056

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H17 H18 H19 H20 H21

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

億円 万枚

【調剤医療費と処方せん枚数の推移】

出所：厚生労働省

処方せん枚数

Ｈ２０ Ｈ２１ 差異

概算医療費 ３４．１ ３５．３ １．１９

調剤医療費 ５．４４ ５．８６ ０．４２

単位：兆円【概算医療費と調剤医療費】
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　　調剤医療費と医薬分業率

出所：厚生労働省、日本薬剤師会

調剤医療費と医薬分業率
（兆円） （％）

調剤医療費は5兆9千億円、調剤市場は穏やかな拡大調剤医療費は5兆9千億円、調剤市場は穏やかな拡大

◆分業率　上位の都道府県 ◆分業率　下位の都道府県

2007年 2009年 2年間の比較 2007年 2009年 2年間の比較

①秋田 75.0% 77.8% +2.8% ①福井 26.0% 29.3% +3.3%

②神奈川 72.1% 74.7% +2.6% ②和歌山　 32.9% 37.0% +4.1%

③佐賀 71.8% 73.7% +1.9% ③京都 35.4% 40.0% +4.6%

④新潟 69.4% 72.4% +3.0% ④徳島 37.3% 41.5% +4.2%

⑤宮城 68.2% 71.3% +3.1% ⑤愛媛 39.1% 42.2% +3.1%



出所：厚生労働省
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　調剤医療費（電算処理分）

平成 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 前年度比

薬剤料/枚（円） ※内服薬 4,296 4,243 4,571 4,706 5,087 8.1%

　 薬剤種類数/枚（種類） 2.77 2.80 2.83 2.85 2.87 0.4%

　 投薬日数（日） 16.7 17.3 17.9 18.8 19.7 4.5%

　 薬剤料/1種類1日（円） 93 88 90 88 90 3.0%

※

1,897 1,901 1,924 1,984 2,010

5,069 5,011 5,387 5,565 6,011

6,977 6,923
7,322 7,561

8,034

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

H17 H18 H19 H20 H21

薬剤料

技術料

合計

改定改定

処方せん1枚当たりの調剤医療費の内訳処方せん1枚当たりの調剤医療費の内訳

内服薬　処方せん1枚当たり薬剤料の３要素分解内服薬　処方せん1枚当たり薬剤料の３要素分解

※合計は特定保険医療材料
　 料を含む

※内服薬の処方せん1枚当たり薬剤料の伸び率を分解
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　年齢区分による調剤医療費

1515

（円）

【高齢者の調剤医療費（処方せん１枚あたりの単価）】 （単位：円）

年齢区分による処方せん１枚あたりの調剤医療費

総数平均

60歳～65歳未満

75歳以上

出所：厚生労働省「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」

H19(4～9) H19(10～3) H20(4～9) H20(10～3) H21(4～9) H21(10～3)
総数平均 7,266 7,371 7,467 7,643 7,961 8,105
60歳以上65歳未満 8,287 8,543 8,503 8,809 9,006 9,292
65歳以上70歳未満 8,472 8,716 8,645 8,969 9,171 9,481
70歳以上75歳未満 8,726 9,011 8,926 9,282 9,448 9,774
75歳以上 9,041 9,383 9,281 9,684 9,849 10,234

平成19年度 平成20年度 平成21年度



単位：人
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　薬剤師数の推移と予測

出所：厚生労働省
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薬剤師総数

薬局の薬剤師数

薬局数

’96 ’98 ’00 ’02 ’04 ’06 ’08

定員数 7,720 7,720 7,820 8,110 10,315 12,454 13,494

入学者数 9,156 9,174 9,296 9,293 11,916 13,184 －

薬剤師総数

予測

2007年6月開催「第2回薬剤師需
給の将来動向に関する検討会」配
布資料における薬剤師の供給増
加率の試算データを使い、2016
年までの薬剤師総数を予測。

2007年6月開催「第2回薬剤師需
給の将来動向に関する検討会」配
布資料における薬剤師の供給増
加率の試算データを使い、2016
年までの薬剤師総数を予測。
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　介護保険の実施状況

出所：厚生労働省

2,242 2,317 2,393 2,449 2,511 2,588 2,676 2,751 2,832

923 974 1,023 1,076 1,124 1,175 1,226 1,280 1,3283.6
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H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

0.0
1.0
2.0
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7.0
8.0
9.0

第1号被保険者合計 75歳以上の第1号被保険者 介護保険総費用
万人 兆円

保険料 2,911円 3,293円 4,090円 4,160円

※65歳以上の全国平均保険料

41.2% 46.9%

（H21－H23）
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　要介護認定者数の推移

出所：厚生労働省　介護保険事業状況報告

　 人口 要介護認定者数 要介護認定率

65～74歳の高齢者 1,476.1万人 65.8万人 4.5%

75歳以上の高齢者 1,270.3万人 377.9万人 29.8%

出所：社会保障国民会議　参考資料

要介護（要支援）認定者数の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H12 H14 H16 H18 H20

千人

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

H12 H14 H16 H18 H20

要支援 322 499 669 1,035 1,232

1 701 1,056 1,328 895 784

2 484 636 611 750 821

3 355 426 522 645 736

4 363 419 493 544 587

要介護

5 337 409 463 486 513

合計（要介護） 2,240 2,946 3,417 3,320 3,441

≪年齢別要介護認定率≫

○ ７５才以上高齢者の要介護認定率は、６５～７４歳の高齢者の約６倍

単位：千人

種類 分類 支給限度額

要支援１・２ 介護予防 49,700～114,000円程度

要介護１ 部分的介護 165,800～183,000円程度

要介護２ 軽度の介護 194,800～215,000円程度

要介護３ 中度の介護 267,500～295,000円程度

要介護４ 重度の介護 306,000～338,000円程度

要介護５ 最重度の介護 358,300～395,000円程度

※全て自己負担は１割

出所：厚生労働省　介護保険事業状況報告
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　介護事業者・施設数の推移

介護サービス事業者数の推移
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老人関係施設の施設数推移

3,400

1,842

694

2,095

0

1,000
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3,000

4,000

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

有料老人ホーム 軽費老人ホーム

出所：厚生労働省

施設

特定施設の総量規制廃止（内閣府行政刷新会議2010年6月）

　　　参酌標準　2012年度撤廃の合意

　　　　「施設の利用者数を要介護２以上の人の37％以下に抑えるもの」



2012年以降
猶予期間継続

３５万床
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高
い
人
と

　

低
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人
が
混
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高

※病床数は左下表2009年4月による
※医療療養病床からは回復期リハ病床（約2万床）を除く

「介護型療養病床の廃止」　→　「12年度以降も猶予」

医療療養病床
（２６万床）

介護療養病床
（９万床）

医療療養病床
（２２万床）

介護が必要な人
（４万床）

介護療養病床
（９万床）

存続・廃止を
検討

廃止

存続 医療費　増加

　 06年4月 06年10月 07年4月 07年10月 08年4月 08年10月 09年4月
医療療養病床数 263,742 251,880 251,449 252,284 255,802 258,852 260,452
介護療養病床数 120,700 117,573 113,851 109,536 103,810 99,314 94,839
療養病床数合計 384,442 369,453 365,300 361,820 359,612 358,166 355,291

出所：厚生労働省大臣官房統計情報部「病院報告」から　（06年以外は概数）
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と
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　平成22年度　診療報酬等の改定の影響

出所：厚生労働省

１．平成22年度診療報酬改定の概要

全体 +０．１９％（⇒医療費ベース　約700億円）

技術料 +１．５５％（⇒医療費ベース　約5,700億円）

医科 +１．７４％（入院3.03%、外来0.31%）

歯科 +２．０９％

調剤 +０．５２％

薬価・材料 ▲１．３６％（⇒医療費ベース　▲約5,000億円）

薬価 ▲１．２３％（⇒医療費ベース　▲約4,500億円）
薬価ベース　▲5.75%

材料価格 ▲０．１３％

（１）全体改定率　＋700億円
　　　①10年ぶりのネットプラス改定

（２）調剤薬局事業における改定
　　　①技術料　　＋0.52%
　　　　　・調剤医療費　5.8兆円とすると　
　　　　　　　⇒　約300億円
　　　　　・処方せん枚数　7億3千万枚＋枚数増加
　　　　　　を考慮すると　⇒　1枚当たり　＋30円
　　　②薬価改定　薬価ベースで▲5.75%
　　　　　　　　　　　　（実質6.5%程度の影響）
　　　　　・薬剤費を7.8兆円と仮定した概算金額

（１）薬価改定
　　　　①処方せん1枚当たりの薬剤料単価を前年同月で比較　「約▲6.0%～▲6.5%」
　　　　②薬価改定日における在庫評価減

（２）技術料
　　　　①改定前と比較　～　処方せん1枚当たり　＋30円強上昇

２．改定後の影響（当社との比較）
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ジェネリック医薬品の割合（数量ベース）（％）

出所：厚生労働省「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向の概要

政府目標

19.0 18.9 19.0 19.1

19.6

20.3

17.5

18.0

18.5

19.0

19.5

20.0

20.5

H21.10月 H21.11月 H21.12月 H22.1月 H22.2月 H22.3月

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度

10月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～9月 10月～3月 4月～9月 10月～3月 3月

Ｈ21年

10月

Ｈ21年

11月

Ｈ21年

12月

Ｈ22年

1月

Ｈ22年

2月

Ｈ22年

3月

後発医薬品割合

（数量ベース）
19.0 18.9 19.0 19.1 19.6 20.3

☆後発医薬品の使用割合（数量）は、H18～H22.3末で5ポイント増加

☆追補収載は、5月と11月の年2回実施（後発品市場が拡大）

☆後発医薬品の使用割合（数量）は、H18～H22.3末で5ポイント増加

☆追補収載は、5月と11月の年2回実施（後発品市場が拡大）

（注1） 「数量」とは、薬価基準告示上の企画単位ごとに数えた数量をいう

薬価改定

薬価改定

薬価改定

2012年度末までに

30％へ
（％）

　後発医薬品の国内シェアの推移
　　　　 （1）後発医薬品の割合（数量ベース）、後発医薬品調剤率
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（処方箋1枚当たり）
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薬剤料単価 後発品割合（％）

全薬局の平均薬剤料単価と後発品の使用割合
（円）

薬価改定薬価改定

271 302
398

340 367

後発品（金額）

（金額ベース）

出所：厚生労働省「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向の概要

（注1） 「数量」とは、薬価基準告示上の企画単位ごとに数えた数量をいう
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（円）

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度
10月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～9月 10月～3月 4月～9月 10月～3月 3月

　後発医薬品の国内シェアの推移
（2）薬剤料に占める医薬品の使用率（金額ベース）



Ⅰ．当社の事業展開

Ⅳ．セグメント別事業展開

Ⅲ．第2四半期決算概要

Ⅲ．第2四半期決算概要

Ⅱ．事業を取り巻く環境変化
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　　2011年2月期 第2四半期 連結業績

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比
【計 画 比】

計　画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,643 8,920 ＋277 103.2％

売 上 総 利 益 878 923 ＋45 105.1％

販 管 費 462 466 ＋4 100.9％

営 業 利 益 415 457 ＋42 110.1％

経 常 利 益 379 429 ＋50 113.2％

四 半 期 純 利 益 193 245 ＋52 126.9％

☆第2四半期連結実績は、コア事業である調剤薬局事業を中心として順調に推移

☆経常利益　前期比増益。10年4月の薬価改定に伴う医薬品在庫の評価減をカバー

☆第2四半期連結実績は、コア事業である調剤薬局事業を中心として順調に推移

☆経常利益　前期比増益。10年4月の薬価改定に伴う医薬品在庫の評価減をカバー

【前 期 比】
第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 8,528 8,920 ＋392 104.6％

売 上 総 利 益 920 923 ＋3 100.3％

販 管 費 450 466 ＋16 103.6％

営 業 利 益 470 457 △13 97.2％

経 常 利 益 413 429 ＋16 103.9％

四 半 期 純 利 益 201 245 ＋44 121.9％

（単位：百万円）

【コメント】

①売上増加　＋277百万円

　 ・調剤薬局事業～既存店舗増収

　 ・医薬品卸～薬価改定をカバーし、増収

　 ・ヘルスケア事業～3施設に着手

②四半期純利益

　 ・経常利益の増加～経費の効率化

　 ・有価証券売却益～31百万円

【コメント】

①売上総利益　＋3百万円

　 ・医薬品在庫評価減　　35百万円

　 ・薬価改定の影響を折込済み

②販管費　＋16百万円　

　 ・募集費及び研修費　＋11百万円

③経常利益　＋16百万円

　 ・営業外費用の減少　△21百万円
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　　2011年2月期 第2四半期（連結）
　 売上総利益

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比

【計 画 比】
計　画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,643 8,920 ＋277 103.2％

粗 利 益 2,782 2,824 ＋42 101.5％

（％） 32.2％ 31.7％ － △0.5％

（ 労 務 費 ） 1,345 1,350 ＋5 100.4％

（ 設 備 関 係 費 ） 303 306 ＋3 101.0％

（ 諸 経 費 ） 254 244 △10 96.1％

売 上 総 利 益 878 923 ＋45 105.1％

☆売上総利益　～粗利益の増加により増益　＜計画比 ＋45百万円　前期比 ＋3百万円＞

　　　　　　　～諸経費は、ほぼ計画通りに推移

☆売上総利益　～粗利益の増加により増益　＜計画比 ＋45百万円　前期比 ＋3百万円＞

　　　　　　　～諸経費は、ほぼ計画通りに推移

【コメント】

①粗利益　＋42百万円

　 ・調剤薬局事業の売上増加

②売上総利益　＋45百万円

　 ・労務費、諸経費等計画通り

（単位：百万円）

【前 期 比】
第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 8,528 8,920 ＋392 104.6％

粗 利 益 2,700 2,824 ＋124 104.6％

（％） 31.7％ 31.7％ － 0.0％

（ 労 務 費 ） 1,253 1,350 ＋97 107.7％

（ 設 備 関 係 費 ） 306 306 ±0 100.0％

（ 諸 経 費 ） 219 244 ＋25 111.4％

売 上 総 利 益 920 923 ＋3 100.3％

【コメント】

①粗利益　＋124百万円

　 ・各事業の売上増加による

②労務費　＋97百万円

　 ・調剤薬局事業、ヘルスケア事業増加
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2011年2月期 第2四半期（連結）
販管費

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比
【計 画 比】

計 画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,643 8,920 ＋277 103.2％

売 上 総 利 益 878 923 ＋45 105.1％

（ 人 件 費 ） 263 255 △8 97.0％

（ 設 備 関 係 費 ） 64 66 ＋2 103.1％

（ 諸 経 費 ） 134 144 ＋10 107.5％

販 管 費 合 計 462 466 ＋4 100.9％

（％） 5.35％ 5.22％ － △0.13％

（ 営 業 利 益 ） 415 457 ＋42 110.1％

☆販管費 ～販管費は、ほぼ現状維持 ＜計画比 ＋4百万円 前期比 ＋16百万円＞

～諸経費は、ほぼ計画通りに推移

☆販管費 ～販管費は、ほぼ現状維持 ＜計画比 ＋4百万円 前期比 ＋16百万円＞

～諸経費は、ほぼ計画通りに推移

【コメント】

①販管費 ～計画比 ＋4百万円

（販管費率 計画比 △0.13％）

②諸経費増 ＋10百万円

・募集研修費の増加

（単位：百万円）

【前 期 比】
第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 8,528 8,920 ＋392 104.6％

売 上 総 利 益 920 923 ＋3 100.3％

（ 人 件 費 ） 248 255 ＋7 102.8％

（ 設 備 関 係 費 ） 65 66 ＋1 101.5％

（ 諸 経 費 ） 136 144 ＋8 105.9％

販 管 費 合 計 450 466 ＋16 103.6％

（％） 5.28％ 5.22％ － △0.06％

（ 営 業 利 益 ） 470 457 △13 97.2％

【コメント】

①販管費 ～前期比 ＋16百万円

（販管費率 前期比 △0.06％）

②人件費 ～前期比 ＋7百万円

・本社機能の強化
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　　2011年2月期 第2四半期（連結）
　　セグメント別 実績

10年2月期　第2四半期 11年2月期　第2四半期 前期比
第 2 四 半 期 累 計

構成比 構成比 増減額 増減率

【 売 上 高 合 計 】 8,528 100.0％ 8,920 100.0％ ＋392 －

調 剤 薬 局 事 業 7,925 92.9％ 8,276 92.8％ ＋351 ＋4.4％

医 薬 品 卸 事 業 406 4.8％ 442 5.0％ ＋36 ＋8.9％

ヘ ル ス ケ ア 事 業 255 3.0％ 277 3.1％ ＋22 ＋8.6％

不 動 産 事 業 36 0.4％ 37 0.4％ ＋1 ＋2.8％

内 部 売 上 相 殺 △96 △1.2％ △114 △1.3％ △18 －

（単位：百万円）

☆売上高　　～前年同期比では、調剤薬局事業を中心として各事業とも増収

☆営業利益　～調剤薬局事業は、薬価改定の影響を受けるも前期実績を確保

　　　　　　～ヘルスケア事業は、既存の3施設は順調に推移。新規開設費用 20百万円を計上

☆売上高　　～前年同期比では、調剤薬局事業を中心として各事業とも増収

☆営業利益　～調剤薬局事業は、薬価改定の影響を受けるも前期実績を確保

　　　　　　～ヘルスケア事業は、既存の3施設は順調に推移。新規開設費用 20百万円を計上

第 2 四 半 期 累 計
10年2月期　第2四半期 11年2月期　第2四半期 前期比

構成比 構成比 増減額 増減率

【 営 業 利 益 合 計 】 470 － 457 － △13 △2.8％

[ 共 通 経 費 除 く ] 681 100.0％ 666 100.0％ △15 △2.2％

調 剤 薬 局 事 業 599 88.1％ 600 90.1％ ＋1 ＋0.2％

医 薬 品 卸 事 業 21 3.1％ 21 3.2％ 0 ＋0.1％

ヘ ル ス ケ ア 事 業 39 5.9％ 24 3.6％ △15 △38.5％

不 動 産 事 業 19 2.9％ 20 3.1％ ＋1 ＋5.3％

共 通 経 費 210 31.0％ 209 31.4％ △1 △0.5％

（単位：百万円）
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薬価改定 薬価改定

　　業績推移

07年2月期 08年2月期 09年2月期 10年2月期

16,068

1,638

（10.2％）

749

（4.7％）

672

（4.2％）

329

（2.0％）

17,184

1,870

（10.9％）

975

（5.7％）

893

（5.2％）

457

11年2月期 11年2月期 第2四半期

（計画） 中間実績 進捗率

売 上 高 12,362 14,662 17,333 8,920 51.5％

売 上 総 利 益 1,130 1,533 1,770 923 52.1％

（％） （9.1％） （10.5％） （10.2％） （10.3％） －

営 業 利 益 428 712 826 457 55.3％

（％） （3.5％） （4.9％） （4.8％） （5.1％） －

経 常 利 益 395 639 750 429 57.2％

（％） （3.2％） （4.4％） （4.3％） （4.8％） －

当 期 純 利 益 46 289

（2.7％）

362 245 67.7％

（％） （0.4％） （2.0％） （2.1％） （2.7％） －

（単位：百万円）

☆2011年2月期　通期計画

・第2四半期業績は、薬価改定の影響を受けるも、進捗率は計画を上回っている

（百万円）

☆2011年2月期　通期計画

・第2四半期業績は、薬価改定の影響を受けるも、進捗率は計画を上回っている

経常利益率

経常利益
予想

薬価改定

上期
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（百万円）

　　　売上高・経常利益の推移（連結）

7,937 8,528

第2四半期実績

対前期比 ＋4.6％

（業績予想）

2004.11

JASDAQ上場

2004.11

JASDAQ上場

売上高

経常利益

（配当金は実績）

8,920

（第2四半期）

純資産
（百万円）

1,639 2,015 2,145 2,101 2,683 2,826 3,288 3,437

配当金総額
（千円）

26,925 32,310 32,310 31,600 39,912 48,450 67,368 －

１株当たり配当金
（円）

3,000 3,600 3,600 3,600 4,000 5,000 3,500 －

（2分割）

上期 上期上期
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　　2011年2月期 第2四半期 連結ＢＳ

10年2月期末 11年2月期 第2四半期末

　流動負債 4,255 39.2％ 4,210 37.4％ △45

買掛金 2,224 20.5％ 2,424 21.5％ ＋200

借入金

その他

1,442 13.3％ 1,259 11.2％ △183

589 5.4％ 519 4.6％ △70

買掛金の増加

借入金の減少

＋200

△183

　固定負債 3,299 30.4％ 3,611 32.1％ ＋312

長期借入金

その他

2,926 26.9％ 3,209 28.5％ ＋283

373 3.4％ 401 3.6％

構成比 構成比
増減額 当期の増減要因

＋28

　流動資産 4,540 41.8％ 4,893 43.5％ ＋353

現預金 1,898 17.5％ 2,088 18.5％ ＋190

売掛金 1,813 16.7％ 1,926 17.1％ ＋113

その他 827 7.6％ 878 7.8％ ＋51

現預金

売掛金

＋190

＋113

　固定資産 6,321 58.2％ 6,366 58.2％ ＋45

有形固定資産 4,284 39.4％ 4,355 38.7％ ＋71

無形固定資産 1,075 9.9％ 1,034 9.2％ △41

その他 961 8.8％ 976 8.7％ ＋15

　資産合計 10,862 100.0％ 11,259 100.0％ ＋397

有形固定資産の取得（施設・薬局他）

減価償却費

のれん償却

有価証券増減

＋173

△110

△39

△57

　純資産合計 3,307 30.4％ 3,437 30.5％ ＋130

　負債・純資産合計 10,862 100.0％ 11,259 100.0％ ＋397

長期借入金の増加

純資産の増加

（自己株式の増加

（利益剰余金

＋283

＋130

△30）

＋178）

（単位：百万円）
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　　2011年2月期 第2四半期 連結ＣＦ

10年2月期

第2四半期

11年2月期

第2四半期
増減額

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
478 365 △113

投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
△94 △176 △82

財 務 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
196 1 △194

現 金 等 の 増 減 額 580 190 △390

（単位：百万円）

10年2月期

第2四半期

11年2月期

第2四半期
増減額

現 金 等 の 期 首 残 高 1,428 1,891 ＋462

現 金 等 の 期 末 残 高 2,008 2,081 ＋72

（単位：百万円）

第2四半期の要因

【営業活動によるＣＦ】

税金等調整前純利益

減価償却費・のれん

売上債権の増加

仕入債務の増加

法人税の支払い

＋464

＋150

△113

＋198

△255

【投資活動によるＣＦ】

有形固定資産の取得 △65

【財務活動によるＣＦ】

長短借入金の調達・返済

自己株式の取得

配当金の支払額

＋100

△30

△67
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06年2月期 07年2月期 08年2月期 09年2月期 10年2月期

１１３

１１３

11年2月期
第2四半期

合　計

調剤薬局事業 ２８７ ７８８ ６４７ ７１ ８１ １，９８７

（新店舗） ２８７ ８１ ５５ ７１ ８１ ６８８

（Ｍ＆Ａ） ー ７０７ ５９２ － －

１５

５４

－ １，２９９

ヘルスケア事業 １ １１６ １０２ ３２４ ９９ ６５７

不動産事業他 ５２ ３６２ ２９ ２ ４７ ５４６

合　計 ３４０ １，２６６ ７８８ ３９７ １８２ ２２７ ３，２００

（単位：百万円）

　　主な投資内訳

（単位：百万円）【フリー・キャッシュフロー】

【投資内訳】

06年2月期 07年2月期 08年2月期 09年2月期 10年2月期
11年2月期

第2四半期
合　計

営業キャッシュ･フロー ６０５ ５１５ ３５０ ５８８

△４２２

９０１ ３６５ ３，３２４

投資キャッシュ･フロー △４２３ △１,２１５ △９２７ △２１４ △１７６ △３，３７７

フリー･キャッシュフロー １８２ △７００ △５７７ １６６ ６８７ １８９ △５３

※11年2月期下期投資　～ヘルスケア事業にて10億円前後を計画



Ⅰ．当社の事業展開

Ⅲ．第2四半期決算概要

Ⅳ．セグメント別事業展開

Ⅱ．事業を取り巻く環境変化

Ⅳ．セグメント別事業展開
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　　調剤薬局事業
　　出店状況

1道2府9県に72店舗展開1道2府9県に72店舗展開

北海道 2

奈良 1

滋賀 3京都 8
兵庫 4

島根 1
神奈川 3

山梨 1

福井 4

愛知 5

大阪 9 三重 31

区分 病院 クリニック 合計

店舗数 ４２ ３０ ７２
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　　調剤薬局事業　（全体売上の92.8％）
　　既存店、新規店別の売上高

10年2月期

第2四半期累計

11年2月期

第2四半期累計
増減額 前期比 備　考

売 上 高 7,926 8,277 ＋351 ＋4.4％ 11.2期上期　新店 1、閉局 1

既 存 店 7,857 8,019 ＋162 ＋2.1％ 10.2期　　　　新店 2、閉局 1

1 0 . 2 期 出 店 0 192 ＋192 －

1 1 . 2 期 出 店 － 34 ＋34 －

閉 局 店 69 32 △37 －

☆既存店売上が増加（前年比　＋2.1％）

☆新規店舗は10.2期 2店舗、11.2期 上期1店舗

☆既存店売上が増加（前年比　＋2.1％）

☆新規店舗は10.2期 2店舗、11.2期 上期1店舗

（単位：百万円）【売上構成】

【月次売上の前年比較】

1,366 1,367

1,250

1,292

1,354

1,297

1,483

1,419

1,276

1,358

1,389

1,352

1,200

1,300

1,400

1,500

3月 4月 5月 6月 7月 8月

11年2月期

10年2月期

（百万円）
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　　調剤薬局事業
　　売上原価と売上総利益

10年2月期

（第2四半期）

11年2月期

（第2四半期）
前期比増減 年間計画の進捗率

（処方箋応需枚数） 811,934 － 843,006 － ＋31,072

構成比 構成比 ポイント 年間計画 進捗率

－ 16,533,903 51.0％

　売上高合計 7,924 100.0％ 8,276 100.0％ ＋352 0.0Ｐ 15,962 51.8％

薬剤料 6,249 78.9％ 6,494 78.5％ ＋245 △0.4Ｐ 12,481 52.0％

技術料 1,628 20.5％ 1,728 20.9％ ＋100 ＋0.4Ｐ 3,381 51.1％

その他 47 0.6％ 54 0.7％ ＋7 ＋0.1Ｐ 100 54.0％

　売上原価合計 7,188 90.7％ 7,528 91.0％ ＋340 ＋0.3Ｐ 14,539 51.8％

材料費 5,601 70.7％ 5,860 70.8％ ＋259 ＋0.1Ｐ 11,206 52.3％

労務費 1,172 14.8％ 1,249 15.1％ ＋77 ＋0.3Ｐ 2,496 50.0％

設備関係費 245 3.1％ 239 2.9％ △6 △0.2Ｐ 466 51.3％

諸経費 172 2.2％ 178 2.2％ ＋6 ±0.0Ｐ 370 48.1％

　売上総利益 736 9.3％ 749 9.0％ ＋13 △0.3Ｐ 1,422 52.7％

（単位：百万円）

☆売上原価が上昇するも売上増加にてカバーし、売上総利益は前年比増加

　・技術料の増収　～処方箋応需枚数の増加および技術料単価の上昇によるもの

☆売上原価が上昇するも売上増加にてカバーし、売上総利益は前年比増加

　・技術料の増収　～処方箋応需枚数の増加および技術料単価の上昇によるもの
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　調剤薬局事業
　　処方せん枚数、処方せん単価の前年比較

10年2月期

第2四半期累計

11年2月期

第2四半期累計
増　減 前年比

処方せん枚数（枚） 811,934 843,006 ＋31,072 ＋3.8％

処方せん単価（円） 9,702 9,754 ＋52 ＋0.5％

薬剤料単価 7,696 7,704 ＋8 ＋0.1％

技術料単価 2,006 2,050 ＋44 ＋2.2％

【売上構成】

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月

10.2上期 11.2上期

1,970

1,995

2,020

2,045

2,070

2,095

3月 4月 5月 6月 7月 8月

10.2上期 11.2上期

【処方せん単価の前年比較】

薬 剤 料 技 術 料（円） （円）



9,043

9,316

9,702

9,971
9,754

7,466
7,639

7,961
8,105

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

08 上期 08 下期 09 上期 09 下期 10 上期
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　　調剤薬局事業
　　処方せん単価の推移（病院・クリニック）

全薬局平均は厚生労働省の「最近の医療費（電算処理分）の動向」を参照

（円）

増加差額

+289円

増加差額

+289円

処方せん単価の推移

全薬局平均

＋639円

第24期 第25期 第26期

当社平均

＋928円

1,577円

【調剤薬局　全店舗】

第24期中間 第25期中間 第26期中間 増減（25/26） 増減（24/26）

店舗数(店) 70 71 73 ＋2 ＋3

薬剤料売上(百万円) 5,771 6,249 6,494 ＋245 ＋723

技術料売上(百万円) 1,602 1,629 1,728 ＋100 ＋126

1枚あたり処方せん単価 9,043 9,702 9,754 ＋52 ＋711

(薬剤料単価／円) 7,078 7,696 7,704 ＋8 ＋626

(技術料単価／円) 1,965 2,006 2,050 ＋44 ＋85

【病院　門前店舗】

第24期中間 第25期中間 第26期中間 増減（25/26） 増減（24/26）

店舗数(店) 41 42 43 ＋1 ＋2

薬剤料売上(百万円) 4,683 5,091 5,286 ＋195 ＋603

技術料売上(百万円) 1,069 1,102 1,163 ＋61 ＋94

1枚あたり処方せん単価 10,943 11,700 11,760 ＋60 ＋817

(薬剤料単価／円) 8,910 9,619 9,639 ＋20 ＋729

(技術料単価／円) 2,033 2,081 2,121 ＋40 ＋88

【クリニック　門前店舗】

第24期中間 第25期中間 第26期中間 増減（25/26） 増減（24/26）

店舗数(店) 29 29 30 ＋1 ＋1

薬剤料売上(百万円) 1,089 1,158 1,209 ＋51 ＋120

技術料売上(百万円) 533 527 566 ＋39 ＋33

1枚あたり処方せん単価 5,596 5,961 6,021 ＋60 ＋425

(薬剤料単価／円) 3,756 4,096 4,102 ＋6 ＋346

(技術料単価／円) 1,840 1,865 1,919 ＋54 ＋79
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　　調剤薬局事業
　　１店舗あたりの年間売上高

（百万円）
１店舗あたりの年間売上高

（単位：百万円）

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

７２

２２１

６３２

１９６

10年度

期末店舗数 ６１ ６７ ６９ ７１ ７２
当　社

1店舗売上高 １６３ １７４ １９８ ２１１ ２２９

期末店舗数 ３７９ ４１５ ５１８ ５６４
同業４社

1店舗売上高 １９２ １８６ １８２ １９４

出所：各社 開示資料
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　　医薬品卸事業
　　事業内容と内部売上高

（単位：百万円）

（単位：百万円）■　医薬品卸事業の売上高（内部売上高を含む）

第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 ％

　売上高合計 406 442 ＋36 ＋108.9％

医療機関売上 314 328 ＋14 ＋104.5％

内部売上 92 114 ＋22 ＋123.5％

営業利益 21 21 ±0 ＋100.0％

21

92

314

406

上期

第25期 第26期第24期第23期

上期下期下期上期下期上期

12

61

287

349

11

75

273

348

薬価改定 薬価改定

　売上高合計 316 385 430 442

医療機関売上 280 302 323 328

内部売上 36 83 107 114

営業利益 15 14 23 21

666
733

837

931

70 98
158

199

597

0

200

400

600

800

1,000

07.2期 08.2期 09.2期 10.2期 11.2期

全売上高

内部売上高

計画
（百万円）

薬価改定

薬価改定

☆ジェネリック医薬品の使用促進策

　 2010年4月　～後発医薬品調剤体制加算

　 2008年4月　①医療機関～処方箋料の加算

　　　　　　　　　　②調剤薬局～調剤体制加算　4点

　　　　　　　　　　③国立病院～使用促進

　　　　　　　　　　④追補収載～5月・11月の年2回
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　　ヘルスケア事業
　　

（単位：百万円）

（単位：百万円）

第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 ％

　売上高合計 255 277 ＋22 ＋9.7％

営業利益 40 24 △16 △39.8％

40

255

H21.3～8

41

416

第24期

年間合計

4247333　営業利益

277

H22.3～8

第26期第25期

年間計画年間合計H21.9～2

256　売上高合計 511 596

511 596

416
255

277

41

73

4
0

200

400

600

800

第24期 第25期 第26期

0

20

40

60

80
計画

（百万円）

43百万円第26期下期

20百万円第26期上期

※有料老人ホームへの初期投資費用（今期 3施設分）
上期

上期

67

売上高

営業利益
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　ヘルスケア事業
　　

外観

食堂

浴室

1. 所在地　　　島根県出雲市

2. 施設種類　　介護付有料老人ホーム

3. 定員　　　　48名（全室個室）

4. 開設　　　　平成22年8月

【平成22年8月　ハーモニーハウス出雲を開設】

１．所在地　　　島根県出雲市

２．施設種類　 介護付有料老人ホーム

３．定員　　　　 48名（全室個室）

４．開設　　　　 平成22年8月
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　　ヘルスケア事業
　　今後の事業計画

ヘルスケア事業を第2の成長エンジンとして、積極的に展開する

　　⇒ Ｍ＆Ａによるスケールの拡大も

☆基本方針　　「高齢化社会の進展による社会的ニーズに応える」

☆計数目標　　2015年2月期　 売上高40億円　 経常利益　4億円

有料老人ホーム
・2011年2月期からの3期間で10施設を開設

・2015年2月期に、20施設体制へ

メディカルモール

病院施設

その他

良質な案件を発掘

416 511 596

4,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

09年2月期 10年2月期 11年2月期 15年2月期

（百万円）

売上高
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　　2011年2月期 連結業績 通期計画

（単位：百万円）

11年2月期計画

第2四半期 通　期

売 上 高 8,643 17,333

営 業 利 益 415 826

経 常 利 益 379 750

当 期 純 利 益 193 362

☆第2四半期の業績は、計画を上回り進捗している

☆セグメント別売上計画においても、各事業とも計画通りに進捗している

☆第2四半期の業績は、計画を上回り進捗している

☆セグメント別売上計画においても、各事業とも計画通りに進捗している

（単位：百万円）

＜調剤薬局事業＞

・薬価差益を予算化

・調剤機器の更新を予算化

・新店舗費用予算化

＜医薬品卸事業＞

・薬価改定に伴う売上減少を予算化

　（薬価マイナス　10％～15％）

・ＧＥ普及促進策にて増加傾向

＜ヘルスケア事業＞

・今期に3施設を計画

・開発経費を予算化

　～上期実績　20百万円

　～下期計画　43百万円

（セグメント別計画の進捗）

11年2月期　売上計画

第2四半期 通　期

【 合 計 】 8,643 17,333

調剤薬局事業 7,993 15,970

医薬品卸事業 443 928

ヘルスケア事業 275 592

不 動 産 事 業 37 74

（ 連 結 消 去 ） △105 △231

245

429

457

8,920

実　績

11年2月期　第2四半期実績

計画比増減 通期進捗率

＋277 51.5％

＋42 55.3％

＋50 57.2％

＋52 67.7％

49.4％△9△114

51.8％＋2838,276

37

277

442

8,920

実　績

11年2月期　第2四半期実績

計画比増減 通期進捗率

＋277 51.5％

△1 47.6％

＋2 46.8％

±0 50.0％

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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　　中期目標

第25期（2010年2月期）
　 ・売上高　　171億円
　 ・経常利益　8.9億円

（1）計数目標

（2）経営計画　☆調剤薬局事業を収益基盤として、一層の体質強化を図る

　　　　　　　　　☆ヘルスケア事業は、第2の成長エンジンとして積極的な展開を図る

　　　　　　　　　 ☆Ｍ＆Ａを含めて事業の規模の拡大を図る

第30期（2015年2月期）
　 ・売上高　　300億円
　 ・経常利益　 20億円

＜既存事業＞

①調剤薬局事業 ◆店舗開発と併せ、Ｍ＆Ａに注力し、規模の拡大を図る

②ヘルスケア事業 ◆2010年を初年度として、2013年までの3年間で10施設の

有料老人ホームを開設する

◆2015年2月期に、有料老人ホーム20施設を運営し、

売上高40億円、経常利益4億円を目指す

③医薬品卸事業 ◆ジェネリック医薬品市場の拡大に即した販路拡大を図る

④不動産事業 ◆保有資産の有効活用を図るとともに、高利回り物件を開発する
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株式会社メディカル一光　株式会社メディカル一光　IRIR担当担当

電話：電話：059059--226226--11931193（代表）（代表）

FAXFAX：：059059--227227--61076107
EE--mailmail：：irir@@mm--ikkouikkou.co..co.jpjp
URLURL：：http://www.http://www.mm--ikkouikkou.co..co.jpjp

　　お問い合わせ先
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